
 

代表者 小野寺 賢一 行政区長 

事務局 三浦 悦子 民生児童委員 

実施日時 毎月第１火曜日 午前 10 時～11 時 30 分 

行先 イオン前沢店 

利用対象者 
一人暮らし高齢者、免許返納により外出できない方、日中独居高齢
者ほか参加を希望する人 ※取材時点で13人 

支援者 
地域のボランティア（自家用車提供で運転ボランティア）  
※取材時点で14 人 

会費・利用料 無し 

謝礼 運転ボランティア１回300 円 

財源 地域セーフティネット会議助成金 

保険 
自治会活動賠償責任保険（生母地区振興会が加入） 

自動車任意保険（運転ボランティアが加入） 

基 本 情 報 

生母１区では、互助による生活支援の活動として買物支援を実施していま

す。買物と車内での交流を楽しみに参加しています。 

令和４年８月作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫していること 

 

～奥州市では地域の活動を取材し、地域での支え合いを見える化してお伝えしていきます～ 

時  期 内      容 

令和２年１月 

平泉 14 区の買物支援について知ったことや、行政区内の状況（公

共交通がないこと、外出に不便を感じている高齢者がいることな

ど）から買物支援を議題に話し合った 

令和２年２月上旬 

平泉 14 区の買物支援メンバーを招いて勉強会を実施  

⇒勉強会を受けてすぐに生母１区での買い物支援の具体的な内容

について話し合った 

令和２年６月 
事業名を「お買物送迎支援」とし、取組み内容について行政区全戸

に文書での周知と運転ボランティアを募集した 

令和２年７月７日 第１回「お買物送迎支援」実施 

 

きっかけ 

地域セーフティネット会議での経過 

 平泉町の平泉 14 区（市外だが隣の行政区）がボランティアで買物支援をしているこ

とを、三浦民生委員は畑仕事をしている時によく見かけており、とてもいいことをし

ていると感じていた 

 生母１区には公共交通がないことや、一人暮らし高齢者、免許返納した人もおり買物

支援は必要な生活支援と感じていた 

 生母１区は青養会館（自治会館）で開催する行事への参加者が多く、「ふーゆ（冬）

女
おんな

技
わざ

教室」で雛飾りや農作業グッズ作りをした際に参加者も多く好評だったので、

何か始めたらみんな協力してくれるのではないかという感触があった 

令和２年１月平泉 14 区の買物支援について知ったことや、行政区内の状況（公共交通

がないこと、外出に不便を感じている高齢者がいることなど）から買物支援を議題に話し

合った 

 ランチ会、お花見、紅葉狩りなどの季節の行事を楽しむイベントを企画して、更

に交流できるようにしている 

 年度末にボランティアを対象に反省会を兼ねた昼食会を開催している 


